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公共施設をもっと地域のために使いやすく！ 

−宮前区地域デザイン会議− 
 

結果概要 
 

 
 

日時：令和４（2022）年 12 月 10 日（土）14:00〜16:30 

場所：宮前区役所 健診ホール 
 

プログラム 

開会／挨拶 
（０）地域デザイン会議とは 
（１）今年度の地域デザイン会議の目的 
（２）区内の事例紹介 

・概要説明 
・子育てフェスタ（みやまえ子育てフェスタ企画委員会 深川 深雪さん） 
・向丘出張所の活用（交流スペース・むかおかフェ実行委員会 川田和子さん） 
・おちば公園のマルシェ（宮前まち倶楽部 辻麻里子さん） 

（３）使いたい施設とやってみたい取組の調査 
（４）公共施設の地域化はなぜ進まない？（地域化推進に向けた課題の共有） 
（５）市民広場の活用に向けた検討 

①施設管理者として配慮してほしいこと 
②グループワークのポイント 
③市民広場の活用のアイデア出し（グループワーク） 
④グループワークのまとめ 

挨拶／閉会 
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地域デザイン会議の様子 
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グループワーク：市民広場の活用に向けた検討 

［ まとめ ］ 

日常的な活用 
●誰でも使えるようにするためには、日常使いのことを考えることが大事ではないか 
●日常的にのんびりできる空間 
●○曜日の昼間にふらっと参加できる定期的なこと 
●小さくても良いので、常に何かが行われている広場になってほしい 

学び・共有の場 
●外で、真面目な議論をみんなの前で行う哲学カフェ 
●絵本のカフェ 
●mama-on 大学 
●対話の機会もセットで実施できると良い 

区内の資源をきっかけとした交流の場 
●マルシェやフリーマーケットなど、交流を生む月１回程度の定期的なイベントの開催 
●月に１〜２回程度のフリーマーケット 
●キッチンカーと良い感じの常設の椅子、テーブルとお花 
●野菜や果物など区内の名物販売 
●日持ちする焼き菓子マルシェ 
●男性をターゲットにした古本市 

交流から生まれる相談の場 
●ちょっとした会話から子育て世代の悩みの相談ができる気軽な場 
●転入者への地域の案内・相談 

遊びの場 
●みんなが遊べる・障がいのある人も参加できる 

音楽・ダンス・映画などを楽しむ機会 
●子育て世代が参加しやすい、気軽に聞ける音楽イベント 
●ダンスや音楽の発表の場 
●外で夜空の映画上映会 

火を楽しむ機会 
●かがり火・竹行燈・焚き火などの体験と火をつかった交流 
●火をつかう  
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［ A グループ ］ 
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［ A グループ：お試し実施のアイデア ］ 

●日常的にのんびりできる空間 
・のんびりできるおしゃれなカフェ 
・子どもが本を選んでいる間にコーヒーを飲んで休憩できる 
・広場の木陰で読書 
・広場がどのように使われるかを試して、施設跡地の検討にもつながるのではないか 

●小さくても良いので、常に何かが行われている広場になってほしい 

●マルシェやフリーマーケットなど、交流を生む月１回程度の定期的なイベントの開催 
・イベント（フェスタなど）月１回くらい 
・ハンドメイドのマルシェ。作品を売りたい。少しで良いのでお金を稼げるとよい 
・ママ主体のママのためのイベント。フリマとカレッジのようなもの。子育てママの役立つ講演

など。フリーマーケットなら、ハンドメイド作家じゃなくても出店できる 
・個人等の手作り品の販売（マルシェ＋ワークショップ） 
・障害者施設の利用者の製品の販売 
・宮前地場野菜をつかった「食」の市 

●ちょっとした会話から子育て世代の悩みの相談ができる気軽な場 
・カフェ・交流 
・子育て世代の屋外の交流の場。屋外で、見えることが大事 

●転入者への地域の案内・相談 
・転入してきた人への小児科、歯科医等の案内 

●男性をターゲットにした古本市 
・定年後の引きこもり対策に 
・男性を巻き込んだ古本市 

●子育て世代が参加しやすい、気軽に聞ける音楽イベント 
・ディスコ、踊りたい 
・音楽イベント 

●外で夜空の映画上映会 
・屋外映画上映。昔の 16mm フィルムを使いたい 
・青空（夜空の）映画会 
・外で大きな音で、開放感を味わう 

●かがり火・竹行燈・焚き火などの体験と火をつかった交流 
・かがり火や竹あんどんの模様し。太鼓など、地域の活動の場で飾れると良い 
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・「焚き火」「かがり火」の体験。暖かさ、明るさ。 

●対話の機会もセットで実施できると良い 
・ダイアローグ 
・屋外上映会 
・ダンスの会 
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［ B グループ ］ 
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［ B グループ：お試し実施のアイデア ］ 

●誰でも使えるようにするためには、日常使いのことを考えることが大事ではないか 
・イベントとしてではなく日常的に自由になんでもやって良い広場 
・ルールのない広場 

●○曜日の昼間にふらっと参加できる定期的なこと 
・定期的な遊びの広場 
・定期的にお店を開く 
・誰でも飛び入り参加可能な発表の場、意見交換の場 
 

●外で、真面目な議論をみんなの前で行う哲学カフェ 
・ケアの哲学カフェ。食べたり飲んだり 

●絵本のカフェ 
・Book Café、絵本カフェ 

●mama-on 大学 
・ママオン大学：子育て中のママが教室をするきっかけ。離乳食。情報交換。癒しの場。 
・外で実施することで参加してみようと思える 

●月に１〜２回程度のフリーマーケット 
・まずは小規模でフリーマーケット 
・フリマ 
・買ったものの循環がある 
・交流が起こる 

●キッチンカーと良い感じの常設の椅子、テーブルとお花 
・キッチンカーが来てくれたら良いと思います 
・カフェ、テーブル、椅子（常設）。花をみながらお弁当を食べたりコーヒーを飲んだり一息つい

てのんびりできる場所 
・テーブルにはお花があると良い 

●野菜や果物など区内の名物販売 
・区内の名物野菜や果物、お菓子などの販売 

●日持ちする焼き菓子マルシェ 
・焼き菓子マルシェ 
・宮前には多い 
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・子どもではなく大人のご褒美 
・YouTube で配信 
・パン祭りも良い 
・肉フェス、ラーメンフェス 
・みんなで買ってちょっとずつ試食して勝手に表彰する 

●みんなが遊べる・障がいのある人も参加できる 
・どんな人でも楽しく遊べるバリアフリーな広場 

●ダンスや音楽の発表の場 
・ガラスを使うとダンスができる 
・ストリートピアノ 
・得意技を披露：イベント、発表会、展示会 

●火をつかう 
・火起こし、炭火、薪 

 


